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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は，東アジア圏における多層言語環境での複言語主義的な言語政策や
人材育成の必要性の考察である。香港では多層言語環境が人々に日本と異なる影響を与えている。言語とコミュ
ニケーション，言語教育政策と学習者，教育と技術の三つの視点からその影響を見ることで，多層言語環境化す
る日本が考えるべき問題を洞察した。日本がモノリンガル社会の心的制約を克服して，複言語主義的社会モデル
に移行し，複数言語を行き来する態度と能力を持つトランスランゲージング的人材を育成するための知見が得ら
れた。本研究の研究成果は，研究成果報告書(250頁)として編集・印刷された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to examine the necessity of plurilingual 
language policy and human resource development in a multilayered linguistic environment in the East 
Asian region. Multilayered linguistic environments are influencing people in Hong Kong, in a variety
 of different ways from Japan. We analyzed this from the following three perspectives: language and 
communication, language education policy and language learners, as well as education and technology.
 By doing so, we received insights into how to solve problems in the multilayered language 
environments that Japan will face in the near future. Japan must overcome the mental constraints of 
a monolingual society, shift to a plurilingual social model, and develop translanguaging human 
resources with attitudes and abilities to use multiple languages. Several means to achieve these 
goals were suggested in this research. The results of this study were edited and printed in a 
250-page research report. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）研究開始時に背景としてあげた日本お
よび東アジア圏の社会的変化は，日本，中国，
韓国の間における人と情報の行き来の拡大
による，多言語・多文化社会の到来であった。
東アジア諸国は，基本的にはモノリンガル社
会と捉えられ，それがグローバル化の波の中
でそれぞれに多言語社会への変貌を迫られ
ているという認識をしていた。多言語・多文
化社会としての国際的な地域融合の先例と
してはヨーロッパがあり，そこで提言されて
いた複言語主義に基づいたマルチリンガル
的価値観，具体的には，学んでから使うので
はなくて，使いながら学び，身につけていく
態度と，不完全な第二言語能力を許容する寛
容さを持つ社会への移行が必要であると考
えていた。 
 
（２）東アジア諸国はモノリンガル社会であ
るが，そこにも多言語環境の地域は存在し，
香港はその典型の一つであると考えた。そこ
で，香港の学校教育における教育媒介言語の
変遷や，地域言語の言語的特徴，その地域と
日本を結んだ実験的な言語教育の試行を行
うことで，日本のモノリンガル的な言語価値
観の変更に向けて示唆が得られるという意
図が，本研究の初動動機づけであった。 
 
２．研究の目的 
本研究の研究期間は３年間で，最終的には
東アジア圏での複言語主義的な言語コミュ
ニティの創生を目指しているが，本研究はそ
の最初のプロジェクトとして，アジア圏で多
言語環境の代表である香港をとりあげ，その
実態と課題を考察し，あわせて香港と日本の
学生が互恵的に日本語・英語・中国語の学習
を行う教育システムを試行した．香港におけ
るこのプロジェクトが成果を収めることは，
その後，他の東アジア地域で同様の手法によ
る研究を進める礎となると考えた． 

 
３．研究の方法 
（１）本研究の目的遂行のため，次の５つの
方法を用いた。 
①香港の教育制度における言語政策の変
遷と現況の現地調査 
②香港在留日本人子女の言語教育状況の
現地調査と彼らの言語習得状況の実態調査 
③香港居住者の使用言語に関する対照言
語学的考察 
④香港の中国人大学生の日本語学習者へ
の日本語・日本文化に対する意識調査 
⑤香港と日本の学生による互恵的外国語
共修システムの構築と試行 
 
（２）上記５つの研究課題を考察対象により
３つのグループに分けて研究を進めた． 
①言語とコミュニケーションのグループ
では，東アジア域内で使用・学習されている
言語の特徴および差異を対照言語学などの

手法を用いて分析し，言語接触場面での誤解
やコミュニケーションの断絶の原因解明と
解決への示唆を行った。 
②施策と学習者のグループでは，東アジア
域内の言語教育政策を国際的な視点から考
察し，第二言語習得・教育心理学の知見に基
づいて自律的第二言語学習者の支援へ向け
た示唆を行った。 
③教育と技術のグループでは，理論言語
学・応用言語学・教育工学などの知見を援用
して，第二言語教育の先進的あるいは実験的
事例を検証・考察し，複数言語話者の育成を
促進した． 
 
（３）これらの研究活動を行いながら，年に
１回～2 回，研究分担者が連携協力者および
関係分野の専門家や教育実践者を交えて，香
港あるいは日本で研究成果を途中報告しな
がら，適宜改善を加えて，最終年度に国際シ
ンポジウムを開催した． 

 
４．研究成果 
（１）本共同研究は，東アジア圏における多
層言語環境化の現状を踏まえて，複言語主義
的な言語政策や人材育成の必要性の考察お
よび具体的提言を行うことを目的としてい
た。この目的に向けて本研究がどのような貢
献をなしえたかを見ていく。 
①言語とコミュニケーションの視点で行
われた研究では，広東語と日本語の終助詞，
あるいは日本語，中国語，英語の可能表現の
類似性を考察した。こうした知見を蓄積する
ことで，言語がコミュニケーションで果たす
普遍的な役割や，言語間の差異を克服する方
向に向けた示唆となりうるのではないかと
考える。研究の初めでは，域内の言語の違い
をどう克服するかはその言語的違いに焦点
をあててお互いに理解することが重要であ
るという暗黙の理解があったが，研究を進め
るうちに，それぞれの言語に共通する普遍的
な側面に目を向けることが，言語の違いを超
えたコミュニケーションのエッセンスに対
する理解につながり，そのことの方が多言語
社会でのコミュニケーションを考える上で
は重要なのではないかという気づきを得た。
今後は多言語環境での第２言語話者の言語
使用に関する分析を言語学的に進める必要
がある。 
 ②施策と学習者の視点で行われた研究で
は，香港の学校教育制度における媒介言語の
実態や，香港の日本語学習者に見る日本のポ
ップカルチャーが学習意欲に与える影響，香
港在住の継承日本語学習が置かれた多様な
学習環境と彼らのバイリンガル能力の発達，
香港の大学レベルの日本語教育における複
言語主義的視点からの教育改革の報告，香港
留学中の日本人大学生の考える「グローバ
ル」概念の考察などが行われてきた。多層言
語環境としての香港がそこに生きるさまざ
まな人々に日本とは異なるあり方で影響を



与えていることを見ることで，多層言語環境
化するこれからの日本が考えるべき問題へ
の具体的な手掛かりが得られるが，多言語環
境での第２言語習得やバイリンガル教育に
関する研究の集積が必要である。 
 ③教育と技術の視点で行われた研究では，
インターネット環境を利用してオンライン
で言語交換学習を試行した報告や，日本の高
校生の中国語教育におけるインターネット
を利用した遠隔交流の学習者に対する影響
の分析が行われた。多層言語環境化への過渡
期にある日本では，意識としてまだ多層言語
環境という状況が実感できない人の割合が
多いことも事実であり，情報通信技術を利用
して疑似体験することはある程度そうした
問題を克服できる可能性があるだろう。通信
技術の発達によるネット社会の出現は，現代
の多層言語環境化のもっとも先鋭的な特質
であり，さらなる研究の進展が求められる。 
 
（２）以上のように，３年間の共同研究によ
って当初の研究の目的は一定程度達成でき
たと考えられるが，それはまだ限定的であり，
次のような問題点も議論された。 
①本科研プロジェクトの研究の動機は，所
謂「グローバル化」にともなう日本の多層言
語環境化に対応するための方法として，東ア
ジア圏を 1つの言語交流圏としてとらえ，そ
の中で日本がどのような施策を講じていく
ことが可能か，アジア圏における多言語環境
の先達である香港を研究フィールドとする
ことで考察の糸口とするところにあった。香
港住民の主要な使用言語である広東語の特
徴や，教育媒介言語に注目した香港の学校制
度，日本語を継承言語とする香港住民が，香
港に住むがゆえに持つ特異性を考察するこ
とで，香港を中心に多層言語環境研究の研究
活動を展開する意義はあったという見方が
ある反面，ヨーロッパの複言語主義が香港で
働いているわけではないので，ヨーロッパ型
の多層言語環境を想定した本プロジェクト
の趣旨からは直接的な関連づけをすること
は難しいと指摘できる。だが，ヨーロッパと
アジアはそれぞれに文化・歴史・社会的に異
なる背景があるなかでも，複言語主義をアジ
ア的にアレンジすることが意識的にせよ無
意識的にせよ行われるはずである。その意味
からも香港を選択したことにはかえって意
義があったと言えるのではないか。 
②本科研プロジェクトは当初から東アジ
ア全域にわたる多層言語環境研究への拡大
を想定しており，漸次研究フィールドは広く
なることが織り込み済みであった。科研費を
利用して開催した国際シンポジウムに出席
した台湾の高雄科技大学の４名の研究者は，
台湾の言語政策に関する報告を行っており，
台湾がすでにまさしく多層言語環境社会で
あって，そこに存在するそれぞれの使用言語
をどのように捉えて命名し概念化していく
かで，言語政策の方向性が変わってくるとい

う気づきを我々にもたらした。これまでの多
層言語環境化は交通手段や情報通信技術の
飛躍的発展によるグローバル化という現代
的な問題と関連づけて意義が語られてきた
が，日本は本来多様な言語文化集団を内包す
る存在であったのが，明治以降の歴史的経緯
の中で単一民族・単一文化・単一言語の島国
という神話的ステレオタイプが醸成されて
きた。この気づきは，多層言語環境研究を別
の位相へと移行させるかもしれない。 
③以上を考えると，これまでは香港の次は
台湾や韓国，中国などへ地域的に対象を拡大
するという方向性を持っていたが，日本国内
に昔から内在する多層言語環境性を見てい
くことも重要な課題と言える。沖縄や北海道
もそうであるし，聾者コミュニティをフィー
ルドに日本手話を対象とすることも十分多
層言語環境研究の趣旨に合致してくる。そこ
で見られる多数派グループの意識と，所謂現
代的なグローバル化の結果としての多層言
語環境化で日本に入って来るニューカマー
に対する日本人の態度との相似性などは，本
研究プロジェクトの研究テーマと相性がよ
いと思われる。 
 
（３）これまでは英語やそれぞれの母語をコ
ミュニケーションの媒介言語とする社会を
どのように構築するかという視点が大きか
ったが，そのこと自体が一つのイデオロギー
の体現であった。多様な立場や視点からの研
究が混在することの方が，複言語主義的な言
語コミュニティの構築への提言につながる
のではないか。しかし，研究を進める上では，
複数の視点を併せ持ったままで研究計画を
立て，考察・分析を行うことは難しい。研究
の位置づけについては今後さらに検討が必
要である。 
本共同研究における研究成果は，研究成果
報告書として編集・印刷された。これを書籍
化し出版する可能性について，出版社に助言
を求める等の活動が進行中である。 
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